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みのぶ
あなたと町政を結ぶあなたと町政を結ぶ

議会だより
自主防災意識を高めよう！



◎
意　

見

・��

町
民
は
一
万
人
を
き
っ
た
。

町
の
合
併
を
視
野
に
５
年
10

年
先
の
状
況
を
念
頭
に
政
策

を
実
施
す
べ
き
だ

・��
若
者
が
農
業
に
関
心
が
な
い

の
な
ら
、
企
業
誘
致
の
た
め

の
農
地
転
用
も
視
野
に
入
れ

る
べ
き
だ

・��

若
者
の
町
外
へ
の
流
出
は
、

こ
こ
で
は
生
活
が
出
来
な
い

と
い
う
若
者
の
意
思
表
示
だ
。

こ
こ
に
住
む
と
得
だ
と
思
え

る
町
の
政
策
が
必
要
だ

・��

道
路
建
設
を
考
え
る
必

要
は
な
い
。
若
者
の
定

住
に
つ
な
が
ら
な
い
。

道
路
を
造
る
予
算
を
他

の
住
民
生
活
充
実
の
施

策
に
使
っ
て
ほ
し
い

・��

町
民
と
の
議
論
の
場
が

少
な
い
。
こ
の
よ
う
な

懇
談
会
の
場
を
設
け
て

頂
き
、
活
発
な
意
見
交

換
が
出
来
て
よ
か
っ
た

・��

西
嶋
和
紙
の
製
紙
事
業

者
は
、
現
在
６
社
だ
け

で
後
継
ぎ
が
い
な
い
状

態
だ

・��

ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド

し
も
べ
の
湯
に
は
、
無
料
券

を
頂
き
、
み
の
ぶ
乗
合
タ
ク

シ
ー
で
行
け
る
が
、
風
呂
か

ら
あ
が
っ
て
横
に
な
れ
る
休

憩
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
。
考

え
て
欲
し
い

・��

国
道
52
号
線
は
素
通
り
だ
。

住
宅
政
策
に
お
い
て
、
戸
建

て
の
住
宅
は
愛
着
が
あ
る
が
、

今
の
町
営
住
宅
の
状
態
で
は

愛
着
は
生
ま
れ
な
い 

西嶋地区 ふれあい懇談会
日　時：令和６年 11月 16日（土）午前 10時 30分～ 11時 30分
場　所：西嶋交流拠点施設ぷらっと　参加者：計 18人（参加者 14人、議員４人）

◎
意　

見

・��

西
嶋
和
紙
の
里
が
ど
う
し
て

道
の
駅
な
の
か
。
旧
原
小
学

校
に
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
拠
点

施
設
が
あ
り
、
そ
の
下
に
は

農
協
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
こ
に

道
の
駅
を
造
ら
な
い
の
か

・��

道
の
駅
に
な
っ
て
も
町
民
の

作
品
を
か
ざ
る
な
ど
美
術
館

を
残
し
て
ほ
し
い
。
も
っ
と

町
民
の
声
を
聞
く
機
会
は

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

・��

道
の
駅
化
事
業
に
８
億
４
千

　

��

万
円
を
投
資
し
て
、
利
益
が

還
元
で
き
る
の
か
。
な

ぜ
指
定
管
理
者
の
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
に
と
ら
わ
れ

る
の
か

・��

商
店
や
区
民
の
数
が
減

少
し
、
祭
り
の
予
算
上

運
営
が
非
常
に
厳
し

い
。
議
員
も
現
場
を
見

て
、
町
の
補
助
金
な
ど

の
予
算
の
増
額
に
協
力

し
て
ほ
し
い　

・��

こ
ど
も
神
輿
も
子
ど
も

が
３
人
し
か
い
な
く
、

大
人
神
輿
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
住
宅
建

設
な
ど
親
へ
の
支
援
や
病
院

な
ど
働
く
場
所
の
確
保
が
必

要
だ
と
思
う

・��

み
の
ぶ
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

中
富
地
区
か
ら
下
部
地
区
へ

は
行
け
る
が
、
身
延
地
区
へ

は
行
け
な
い
。
身
延
山
病
院

に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
。

逆
に
身
延
方
面
か
ら
飯
富
の

セ
ル
バ
に
は
来
ら
れ
る
。
実

情
を
み
て
コ
ー
ス
の
改
善
を

望
む

中富地区 ふれあい懇談会
日　時：令和６年 11月 23日（土）午後２時～３時
場　所：飯富ふれあいセンター　参加者：計 23人（参加者 20人、議員３人）
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◎
意　

見

下
部
地
区
町
民
運
動
場
に
つ
い

て・��

男
女
別
ト
イ
レ
と
洗
面
所
を

設
置
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て

い
る

・��
除
草
作
業
が
大
変
。
水
は
け

が
悪
い
の
で
砂
や
土
な
ど
を

入
れ
て
欲
し
い

遅
沢
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
つ
い
て

・��

県
道
出
入
口
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
く

れ
た

・��

有
害
獣
対
策
防
止
柵
の

設
置
を
お
願
い
し
た
い

・��

県
道
～
グ
ラ
ン
ド
間
の

取
付
道
路
の
路
盤
整
備

を
お
願
い
し
た
い

下
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
に
つ
い
て

・����

温
泉
に
訪
れ
る
お
客
様

に
利
用
し
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
を
お
願
い
し

た
い

そ
の
ほ
か

・����

町
有
バ
ス
を
利
用
し
て
大
会

な
ど
に
行
け
な
い
か

・����

人
工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
の
整
備

を
し
て
ほ
し
い

身延町グラウンド・ゴルフ部下部支部 ふれあい懇談会
日　時：令和６年 11月 19日（火）午後３時～４時
場　所：下部地区公民館　参加者：計 11人（参加者７人、議員４人）

◎
意　

見

・��

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
積
極
的
に

は
取
り
組
ん
で
は
い
な
い
が

外
国
人
宿
泊
者
に
は
丁
寧
に

応
対
し
て
い
る

・��

し
も
べ
の
湯
に
つ
い
て
は
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
は
宿
泊
客
も

利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

館
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

た
・��

働
き
手
不
足
は
下
部
温
泉
で

も
切
実
な
課
題
だ
。
加
え
て

後
継
者
不
足
も
問
題
で
あ
る

・��

廃
業
の
旅
館
、
ホ
テ
ル
が
多

く
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
に
な
る
が
、
ど

う
に
も
な
ら
な
い
。
行

政
で
な
ん
と
か
な
ら
な

い
か

・��

身
延
山
、
本
栖
湖
を
は

じ
め
、
周
遊
コ
ー
ス
を

確
立
し
た
い

・��

下
部
温
泉
の
効
能
、
歴

史
、
自
然
を
世
間
に

も
っ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

り
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で

あ
る

・��

町
の
観
光
補
助
金
を
利
用
し
、

散
策
コ
ー
ス
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
計
画
中
で
あ
る

・��

温
泉
街
に
食
事
処
が
な
い
た

め
、
不
便
で
あ
る
。
共
同
経

営
等
で
確
保
し
た
い

下部観光協会 ふれあい懇談会
日　時：令和 6年 11月 25日（月）午後２時～３時
場　所：下部区公民館　参加者：計 12人（参加者７人、議員５人）
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おもな歳出補正
民生費【特別会計繰出金】の増額

国民健康保険特別会計へ

９１万円増額　　    　 総額１億４３２０万円

介護保険・介護サービス特別会計へ

１３７万円増額　　　　 総額３億５０３２万円

後期高齢者医療特別会計へ

４７万円増額　　　　 　総額３億　９５６万円

民生費【児童福祉費】の増額

子育て世帯応援臨時給付金事業　２１６万円計上

農林水産業費【農業振興費・林業土木費】の増額

林道除雪委託料　　　　　　　　２９９万円計上

土木費【道路橋梁維持・新設改良費】の増額

町道除雪委託料　　　　　　　１４９９万円計上

町道西島岩間線街灯 LED化改良工事

　　　　　　　　　　　　　　１５０９万円計上

和紙の里駐車場改修及びトイレ新築工事

　　　　　　　　　　　　　　３０９１万円増額

教育費【社会教育費】の増額

集落公民館整備費補助金（角打地区）

　　　　　　　　　　　　　　　　４０万円計上
教育費【保健体育費】の計上

健康増進施設光熱費　　　　　　２０１万円増額

※源泉かけ流し湯量増の下水道使用料の増額分

健康増進施設施設利用料負担金　　９５万円増額

スポーツ健康増進施設費　　総額　５３２４万円

公債費の増額

長期借入金償還元金・利子　　　　　９２万円増額

　　　　　　　　　　　  総額１２億７３１８万円

諸支出金【基金費】の増額

まちづくり振興基金・ふるさと応援基金へ積立　２２８３万円増額

　　　　　　　　　　　　総額　４４３４万円

※詳細はP９をご覧ください

ギカイのギケツセキニン

◇西嶋和紙の里道の駅整備総事業費（見込み）

令和５年度予算執行額

令和６年度予算執行見込額

事業総額（見込み）

９４２３万円

７億７０５０万円

８億６４７３万円

※道の駅「にしじま和紙の里かみすきパーク」としてリニュー
アルオープンを令和７年４月に予定している。身延町の北の
玄関口としての観光振興の拠点となるよう注視していく

議案第 90 号　特別職の職員で常勤の
ものの給与及び旅費に関する条例改正
令和６年人事院勧告及び山梨県人事委員
会勧告により期末手当の引上げを行う

おもな条例改正 現地視察

反 対 賛 成
町民の生活が厳しい
中特別職の期末手当
引上げに反対

人事院勧告による単
なる支給率を改正す
るものであり賛成

※人事院勧告とは、公務員の給与や勤務条件について、民間企
業との格差をなくすことを目標に国会と内閣に提案する制度

ギカイのギモン◇人事院勧告ってナニ？

道の駅に生まれ変わる
にしじま和紙の里かみすき
パーク

解体工事が終了した
旧身延中学校跡地

討 論

VS

条例制定案　２件・条例改正案　４件・規約変更案　１件・

財産処分案　１件・指定管理者案　１件・補正予算案　７件・

人事同意案　２件・請願　１件

追加議案　発議１件

議案第96号　令和６年度一般会計補正予算（第６号）

おもな補正

歳入歳出　　　　 １億５０２０万円増額
歳入歳出合計　１０３億６３０５万９千円

おもな歳入補正

地方債の補正

【変更】臨時財政対策債　限度額９０万円増額

　　　　　　　　 限度額総額　１２９０万円

【廃止】旧合併特例事業債　

　　　　　　　　　　 ５億２２１０万円減額

繰上償還を行うため、借換えが不要となり廃止

普通交付税交付額決定による増額

　　　３億４７５１万円増額

総額　４２億９７５１万円

繰越金　　　　２億３７０万円増額

総額　８億１１６１万円

寄付金　　１６１０万円増額

総額　　　　３７８４万円

繰入金　　７３３２万円増額

総額　１２億１２５９万円

※減債基金繰入金１億円は、公債費へ充当

おもな追加議案・発議
発議第２号　「持続可能な学校の実現をめ

ざす」実効性ある学校の働き方改革、長

時間労働是正を求める意見書を国に提出

※１万円未満は切り捨て表記

合計20議案

ギカイのギモン

◇地方債？臨時財政対策債ってナニ？
※地方債とは、地方公共団体が『一会計年度』を超えて
行う借り入れ（資金調達）のこと。
臨時財政対策債は、地方債の一種で、国が交付する地方
交付税の財源不足を補てんするため、町が特例的に借金
をしてまかなっておくもの。※ただし返済金（元利償還
金）の全額が後年度の地方交付税交付金に算入される

県支出金　　４５１万円増額

総額　　４億４７９６万円

雑収入　　　　　２６１３万円増額

総額　１億２６０５万円

※しだれ桜の里内、送電線鉄塔移設に伴う桜、　

　つつじの伐採補償費　　　　　　２１８３万円

すべて 原案可決令和６年
第４回定例会
（12月9日～13日）

会期5日間
おもな議案の説明
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財産処分案　１件・指定管理者案　１件・補正予算案　７件・

人事同意案　２件・請願　１件

追加議案　発議１件

議案第96号　令和６年度一般会計補正予算（第６号）

おもな補正

歳入歳出　　　　 １億５０２０万円増額
歳入歳出合計　１０３億６３０５万９千円

おもな歳入補正

地方債の補正

【変更】臨時財政対策債　限度額９０万円増額

　　　　　　　　 限度額総額　１２９０万円

【廃止】旧合併特例事業債　

　　　　　　　　　　 ５億２２１０万円減額

繰上償還を行うため、借換えが不要となり廃止

普通交付税交付額決定による増額

　　　３億４７５１万円増額

総額　４２億９７５１万円

繰越金　　　　２億３７０万円増額

総額　８億１１６１万円

寄付金　　１６１０万円増額

総額　　　　３７８４万円

繰入金　　７３３２万円増額

総額　１２億１２５９万円

※減債基金繰入金１億円は、公債費へ充当

おもな追加議案・発議
発議第２号　「持続可能な学校の実現をめ

ざす」実効性ある学校の働き方改革、長

時間労働是正を求める意見書を国に提出

※１万円未満は切り捨て表記

合計20議案

ギカイのギモン

◇地方債？臨時財政対策債ってナニ？
※地方債とは、地方公共団体が『一会計年度』を超えて
行う借り入れ（資金調達）のこと。
臨時財政対策債は、地方債の一種で、国が交付する地方
交付税の財源不足を補てんするため、町が特例的に借金
をしてまかなっておくもの。※ただし返済金（元利償還
金）の全額が後年度の地方交付税交付金に算入される

県支出金　　４５１万円増額

総額　　４億４７９６万円

雑収入　　　　　２６１３万円増額

総額　１億２６０５万円

※しだれ桜の里内、送電線鉄塔移設に伴う桜、　

　つつじの伐採補償費　　　　　　２１８３万円

すべて 原案可決令和６年
第４回定例会
（12月9日～13日）

会期5日間
おもな議案の説明
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【
現
地
調
査
】
12
月
９
日(

月)

◎
旧
身
延
中
学
校
跡
地

財
政
課
関
係

渡�

辺
文
子
委
員　

一
般
寄
付
金
は

ど
う
い
う
経
緯
で
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
指

定
寄
付
金
は
ど
う
い
う
方
か
ら

の
寄
付
な
の
か
。

答�　

一
般
寄
付
金
は
、
母
親
が
本

町
出
身
の
弁
護
士
で
毎
年
寄
付

を
頂
い
て
い
る
。
指
定
寄
付
金

は
、
寄
付
者
の
意
向
に
よ
り
非

公
開
と
す
る
内
容
で
あ
る
た
め
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
答
え
で
き

な
い
。

建
設
課
関
係

佐�

野
知
世
委
員　

除
雪
費
の
予
算

計
上
は
、
12
月
補
正
で
は
な
く

当
初
予
算
に
て
計
上
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答�　

例
年
、
前
年
度
の
実
績
に
基

づ
き
12
月
補
正
で
対
応
し
て
い

る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

渡�

辺
文
子
委
員　

学
童
の
児
童
送

迎
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
増
額

補
正
の
理
由
は
。

答�　

年
度
途
中
に
運
行
単
価
の
改

訂
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

観
光
課
関
係

遠�
藤
公
久
委
員　

商
工
費
雑
入
、

伐
採
補
償
費
の
内
訳
と
伐
採
箇

所
の
そ
の
後
の
対
応
は
。

答�　

し
だ
れ
桜
の
里
に
お
け
る
鉄

塔
の
移
設
工
事
に
伴
う
伐
採
で
、

内
訳
は
、
し
だ
れ
桜
１
０
６
本
、

ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
３
９
８
株
に
な

る
。
補
償
費
は
、
ま
ち
づ
く
り

振
興
基
金
に
積
立
て
る
。
鉄
塔

移
設
工
事
の
終
了
後
、
令
和
８

年
度
に
該
当
箇
所
へ
の
植
栽
と

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。　
　

施
設
整
備
課
関
係

佐�

野
知
世
委
員　

町
道
西
島
岩
間

線
街
路
灯
修
繕
工
事
は
、
和
紙

の
里
に
関
す
る
事
業
か
。

答�　

事
業
は
別
事
業
で
あ
る
。
和

紙
の
里
前
面
の
町
道
街
灯
修
繕

工
事
で
、
現
状
の
水
銀
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
に
更
新
す
る
工
事
で
あ

る
。

生
涯
学
習
課
関
係

遠�

藤
公
久
委
員　

ス
ポ
ー
ツ
健
康

増
進
施
設
費
に
光
熱
水
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
下
水
道
使

用
料
の
こ
と
か
。

答�　

下
水
道
使
用
料
で
あ
る
。
浴

槽
の
お
湯
は
循
環
を
し
て
い
る

が
、
浴
槽
か
ら
溢
れ
さ
せ
な
い

と
髪
の
毛
等
が
滞
留
し
て
し
ま

う
た
め
、
源
泉
の
か
け
流
し
量

を
多
く
し
た
た
め
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

ス
ポ
ー
ツ
健
康

増
進
施
設
費
の
利
用
者
負
担
金

の
内
容
と
人
数
は
。

答�　

町
内
者
が
利
用
し
た
時
の

一
般
料
金
と
の
差
額
に
対
す

る
補
助
金
で
あ
る
。
当
初

１
万
４
５
０
０
人
を
想
定
し
て

い
た
が
、
上
半
期
の
前
年
度
対

比
に
よ
り
、
利
用
実
績
見
込
み

を
１
万
６
０
０
０
人
と
し
た
。

渡�
辺
文
子
委
員　

静
川
体
育
館
運

営
管
理
費
の
修
繕
費
の
内
容
は
。

答�　

夜
間
の
虫
対
策
で
電
撃
殺
虫

器
を
設
置
し
て
い
る
が
、
故
障

し
て
お
り
、
近
隣
住
民
か
ら
修

理
の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
。

田�

中
一
泰
委
員　

西
嶋
和
紙
の
里

駐
車
場
改
修
及
び
ト
イ
レ
新
築

工
事
の
変
更
と
な
る
工
事
内
容

と
金
額
は
。

答�　

駐
車
場
改
修
工
事
は
、
駐
車

場
舗
装
厚
の
変
更
、
車
中
泊
ス

ペ
ー
ス
用
電
源
数
の
見
直
し
が

主
な
変
更
点
で
、
補
正
予
算
額

は
、
１
６
０
６
万
円
で
あ
る
。

ト
イ
レ
新
築
工
事
は
、
屋
根
材

料
の
見
直
し
、
天
井
下
地
の
見

直
し
が
主
な
変
更
点
で
、
補
正

予
算
額
は
、
１
４
８
５
万
円
で

あ
る
。

田�

中
一
泰
委
員　

工
事
変
更
契
約

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で

決
め
る
の
か
。

答�　

工
事
発
注
者
と
協
議
に
よ
り

変
更
す
る
部
分
を
洗
い
出
し
、

精
査
し
た
中
で
町
が
工
事
変
更

箇
所
を
指
示
し
て
い
る
。

町
民
課
関
係

田�

中
一
泰
委
員　

後
期
高
齢
者
被

保
険
者
は
何
人
か
。

答�　

12
月
６
日
時
点
で
２
９
７
５

常任委員会レポート
委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置
された議会の内部機関です。常任委員会では、付託された議案について、
質疑等により所管課から説明を受け、審査を行います。
審査が終わると採決が行われ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議
での議題となります。ここでは、その審査内容を抜粋して掲載しています。

常
任
委
員
会

総務産業建設常任委員会

教育厚生常任委員会

予算決算常任委員会

▼
議
案
第
96
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
雄
波

▼
議
案
第
98
号

令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
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あ
る
が
、
該
当
市
町
村
は
ど
こ

か
。

答�　

山
梨
県
内
の
全
市
町
村
で
あ

る
。

生
涯
学
習
課
関
係

遠�

藤
公
久
委
員　

指
定
管
理
期
間

を
６
年
と
し
て
い
る
根
拠
は
。

答�　

道
の
駅
を
指
定
管
理
に
よ
り

運
営
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、

平
均
し
て
指
定
管
理
期
間
を
６

年
と
し
て
い
る
事
例
が
多
く
、

ま
た
、
指
定
管
理
者
が
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
い
く
基

盤
整
備
を
す
る
た
め
に
は
長
期

の
指
定
管
理
期
間
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
う
判
断
の
も

と
６
年
と
し
た
。

佐�

野
昇
議
員　

道
の
駅
指
定
管
理

者
候
補
の
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス

の
決
算
状
況
は
把
握
し
て
い
る

か
。

答��　

株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
よ
り
直

近
の
決
算
状
況
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
提
出
を
受
け
、
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て

審
査
し
て
お
り
、
決
算
状
況
に

つ
い
て
も
把
握
し
て
い
る
。

用
料
を
頂
い
て
い
た
。
条
例
改

正
に
伴
い
、
今
後
は
条
例
に
明

記
す
る
こ
と
と
し
た
。

総
務
課
関
係

広�

島
法
明
委
員　

交
通
災
害
共
済

に
つ
い
て
は
、
町
民
へ
事
業
終

了
の
周
知
を
す
べ
き
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答�　

令
和
７
年
度
の
加
入
募
集
の

通
知
と
併
せ
て
、
事
業
終
了
の

案
内
を
通
知
す
る
。

広�

島
法
明
委
員　

令
和
７
年
度
の

保
険
の
取
扱
い
は
。

答�　

令
和
７
年
度
は
例
年
同
様
に

加
入
の
募
集
を
行
う
。
見
舞
金

支
給
事
務
に
つ
い
て
は
、
令
和

10
年
５
月
末
日
ま
で
と
な
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

渡�

辺
文
子
委
員　

協
定
市
町
村
と

は
世
帯
全
体
の
収
入
に
な
る
の

か
。

答�　

収
入
で
は
な
く
、
世
帯
全
体

の
所
得
で
あ
る
。

遠�

藤
公
久
議
員　

入
居
要
件
は
婚

姻
予
定
者
も
含
ま
れ
る
よ
う
だ

が
、
単
な
る
同
棲
も
許
さ
れ
る

の
か
。

答�　

婚
姻
予
定
日
の
３
か
月
前
か

ら
対
象
と
な
る
。

財
政
課
関
係

佐�

野
昇
委
員　

使
用
料
を
上
げ
た

こ
と
に
よ
っ
て
施
設
の
使
用
頻

度
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答�　

主
に
施
設
を
利
用
し
て
い
る

の
が
、
使
用
料
の
か
か
ら
な
い

ス
ポ
ー
ツ
協
会
所
属
の
部
活
動

や
文
化
協
会
所
属
の
団
体
で
あ

る
た
め
、
利
用
率
に
は
そ
れ
程

影
響
は
な
い
と
想
定
し
て
い
る
。

渡�

辺
文
子
議
員　

総
合
文
化
会
館

の
使
用
料
で
、
マ
イ
ク
が
一
本

い
く
ら
と
細
か
く
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
そ
う
い
っ
た

も
の
ま
で
使
用
料
を
と
る
の
か
。

答�　

マ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
施
行
規
則
で
定
め
て
使

上
下
水
道
課
関
係

渡�

辺
文
子
委
員　

過
年
度
還
付
金

に
お
け
る
減
免
措
置
と
は
。

答�　

漏
水
し
た
時
の
減
免
措
置
で
、

水
道
使
用
量
に
応
じ
て
、
漏
水

量
の
２
分
の
１
な
ど
、
企
業
管

理
規
程
に
よ
り
減
免
額
を
算
出

し
て
い
る
。

観
光
課
関
係

山�

下
利
彦
副
委
員
長　

現
在
の
和

紙
の
里
と
の
違
い
は
。

答�　

施
設
の
目
的
、
性
質
が
変
わ

る
。
教
育
施
設
か
ら
観
光
集
客

施
設
と
な
る
。
施
設
の
細
か
い

運
用
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
候

補
者
と
協
議
し
て
い
く
。

建
設
課
関
係

田�

中
一
泰
議
員　

入
居
収
入
基
準

人
で
あ
る
。

渡�
辺
文
子
委
員　

歳
出
の
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
を

こ
の
時
期
補
正
し
た
の
は
な
ぜ

か
。

答�　

当
初
予
算
計
上
時
点
で
は
、

あ
く
ま
で
も
見
込
み
額
を
計
上

し
て
い
る
。
本
年
度
は
保
険
料

の
改
定
が
あ
り
、
保
険
料
収
入

が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
歳
入

の
保
険
料
増
額
分
と
同
額
を
補

正
予
算
計
上
し
た
。

　

�

※
保
険
料
収
入
は
、
全
額
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

と
し
て
、
広
域
連
合
へ
納
付
し

て
い
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

渡�

辺
文
子
委
員　

介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
金
は
、
ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
が
増
え
て
い
る
の
か
。

答�　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
半
日
制
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

基
金
積
立
額
の

総
額
は
。

答�　

２
億
２
４
０
３
万
８
６
６
０

円
で
あ
る
。

▼
議
案
第
88
号

身
延
町
道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙

の
里
か
み
す
き
パ
ー
ク
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
99
号

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
議
案
第
101
号

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
達
美

▼
議
案
第
91
号

身
延
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
92
号

身
延
町
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
93
号

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴

う
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
中
一
泰

▼
議
案
第
87
号

身
延
町
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
95
号

道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里
か

み
す
き
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
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議案に対する賛否議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

上
田　

孝
二

伊
藤　

達
美

渡
辺　

文
子

田
中　

一
泰

野
島　

俊
博

広
島　

法
明

望
月　

悟
良

伊
藤　

雄
波

佐
野　

知
世

山
下　

利
彦

佐
野　
　

昇

深
山　

光
信

遠
藤　

公
久

市
川　
　

司

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○

×

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○

×

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す

第
４
回
定
例
会
（
12
月
９
日
〜
13
日
）

第
４
回
臨
時
会

（
11
月
１
日
）

第
５
回
臨
時
会

（
12
月
23
日
）

内容については、P４～P５の「第４回定例会議案説明」及びP９の「第４回臨時会」「第５回臨時会」をご覧ください

●条例の制定及び一部改正

議案第87号 

議案第88号 

議案第89号 

議案第90号 

議案第91号 

議案第92号 

●規約の変更 

議案第93号 

●規約の変更に伴う財産処分 

議案第94号 

●指定管理者の指定 

議案第95号 

●補正予算 
議案第96号 
議案第97号 
議案第98号 
議案第99号 
議案第100号 
議案第101号 
議案第102号 
●人事案件 

同意第７号 

同意第８号 
●請願 

請願第２号 

●追加案件 

発議第２号 

●報告 

報告第13号 

●条例の一部改正 

議案第86号 

●契約の変更 

議案第103号 

議案第104号 
議案第105号　

身延町病児・病後児保育事業の実施に関する条例の
制定について
身延町道の駅にしじま和紙の里かみすきパーク条例の
制定について
身延町職員給与条例の一部を改正する条例について
身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例について
身延町営住宅条例の一部を改正する条例について
身延町公共施設の適正な管理を推進するための関係条
例の整備に関する条例について

山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更
に伴う山梨県市町村総合事務組合規約の変更について

山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更
による規約変更に伴う財産処分について

身延町道の駅にしじま和紙の里かみすきパークの指定
管理者の指定について

令和６年度身延町一般会計補正予算（第６号）
令和６年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和６年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
令和６年度身延町水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度身延町下水道事業会計補正予算（第４号）

身延町入ケ岳外二山恩賜林保護財産区管理会委員の
選任について
身延町大河内地区財産区管理会委員の選任について

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方
改革、長時間労働是正を求める意見書採択の請願について

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の
働き方改革、長時間労働是正を求める意見書案

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度身延町一般会計補正予算（第５号））

身延町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の
一部の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について

身延町道の駅「西嶋和紙の里（仮称）」24時間トイレ
新築工事請負契約の一部変更について
身延町西嶋和紙の里駐車場改修工事請負契約の一部変更について
身延町西嶋和紙の里改修工事請負契約の一部変更について
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―　議案第 90号　身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
　　を改正する条例について　―

―　議案第 96号　令和 6年度身延町一般会計補正予算 ( 第 6号）　―

反対 渡辺文子議員

　多くの町民の皆さんは、物価高騰のもとで苦しん
でいる。
　人事院勧告に基づく一般職の給与や期末手当の引
き上げは当然ですが、一定の所得のある特別職の期
末手当の引き上げには、理解が得られないと考える。

賛成広島法明議員

　令和６年人事院勧告及び山梨県人事委員会勧告に鑑
み、身延町職員の給与条例の見直し、それに伴ってそ
の職員を指揮監督する特別職が同様に改正するのは当
然のことであるので、この議案第 90 号に際しては、
賛成をする。

反対 渡辺文子議員

　令和６年度身延町一般会計補正予算（第６号）の
うち、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、
特別職の期末手当 14 万円、10 款教育費、１項教育
総務費、２目事務局費、特別職の期末手当６万円に
ついては、議案第 90 号の具体化であるので反対を
する。

賛成広島法明議員

　議案第 90 号に基づく予算計上であるので賛成を
する。

本会議 討論 討論とは、採決の前にその案件に対して、議員が

賛成か反対かの自己の意見を表明することです

第４回 臨 時 会
― 報告第１３号　専決処分の承認を求めることについて　（令和６年度一般会計補正予算（第５号）） ―

第5回 臨 時 会
― 議案第１０３号　身延町道の駅「西嶋和紙の里（仮称）」２４時間トイレ新築工事請負契約の一部変更について―

― 議案第１０４号　身延町西嶋和紙の里駐車場改修工事請負契約の一部変更について―

― 議案第１０５号　身延町西嶋和紙の里改修工事請負契約の一部変更について ―

令和６年11月１日

令和６年12月23日

１．歳入歳出予算増額　衆議院議員選挙費　17,030,000 円

１．契約変更の主な理由　外壁材及び屋根材、並びに天井下地工事の変更、屋外電気コンセントの追加等
　　による増額
２．増額する金額　14,850,000 円
３．代表構成員　植野興業株式会社　構成員　身延総合設備株式会社　阿久津電気

１．契約変更の主な理由　駐車場舗装構成の変更及び駐車場内に設置する車中泊スペース用電源数の追加
　　等による増額
２．増額する金額　16,060,000 円
３．代表構成員　長田組土木株式会社　構成員　株式会社富士建設所

１．契約変更の主な理由　アスベスト含有建材の撤去工事の追加及び木工事の変更並びに非常誘導照明器
　　具や自動火災報知設備の追加等による増額
２．増額する金額　85,800,000 円
３．代表構成員　植野興業株式会社　構成員　身延総合設備株式会社　阿久津電気
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一　般　質　問一　般　質　問
一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質したりすることもあります。質問の範囲は、町の行
財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民
生活に密接している事項など多岐にわたっています。

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※紙面の関係上、掲載の内容は質問を要約し掲載しています。すべての項目は各議員の一般質問のページのQRコード
　からYouTube にアクセスしてご覧ください。下記は過去のYouTube の映像の静止画です。

１　伊藤達美　議員………………11ページ
①　令和7年度予算編成について

②　来年度予算編成における飯富病院負担金について

③　役場新庁舎の建設にかかる計画策定について

④　町内の中部横断自動車道を核とした道路の建設に

　　ついて

２　遠藤公久　議員………………12ページ
①　望月町政三期目の展望と重点施策について

②　本年度の職員採用試験の状況について

③　投票所再編後の初の選挙実施の検証について

④　夏休み学童保育への民間有料昼食弁当提供事業に

　　ついて

⑤　企業版ふるさと納税について

３　山下利彦　議員………………13ページ
①　医療・介護提供体制構築における行政の役割につ

　　いて

②　地域消滅危機対応策の地方創生臨時交付金の検証

　　について

③　持続可能な水道事業と災害時の水源確保について

４　深山光信　議員………………14ページ
①　教育環境の充実について

②　道路整備について

５　渡辺文子　議員………………15ページ
①　物価高騰から町民を守るための対策について

②　住民の足の確保について

③　町営、町有住宅などの外灯のLED化を

④　身延町の文化財の管理と活用について

〇一般質問傍聴人数

　25人の皆様が熱心に傍聴されました。お忙

しい中、傍聴頂きありがとうございました。

　次の定例会は、令和７年３月に開催の予定で

す。どなたでも傍聴できます。議会の傍聴にぜ

ひお越し下さい。詳細日程は議会情報のウェブ

サイト等でお知らせします。

　　　　　　議会情報サイト→

12月10日 5 人登壇12月10日 5 人登壇
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問��　

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
は

望
月
町
政
３
期
目
最
初
の
予
算

と
な
る
。
予
算
編
成
に
向
け
て

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

町��

長　

町
民
に
直
接
関
係
す
る
子

育
て
や
高
齢
者
支
援
、
保
健
医

療
、
上
下
水
道
や
道
路
、
公
共

交
通
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充

実
は
従
前
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

維
持
し
な
が
ら
、
第
３
期
目
４

年
間
の
町
政
の
か
じ
取
り
と
し

て
「
今
後
４
年
間
で
成
す
べ
き

目
標
」
を
掲
げ
、
近
い
将
来
に

向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

��　

一
つ
目
は
、
国
土
交
通
省
に

よ
る
富
士
川
築
堤
工
事
に
伴
う

庁
舎
の
移
転
。
数
年
の
内
に
は

身
延
町
役
場
本
庁
舎
を
移
転
す

る
予
定
で
い
る
。
移
転
に
あ

た
っ
て
は
、
交
通
の
便
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
庁
舎

と
な
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い

く
。

　

��　

二
つ
目
は
、
旧
身
延
中
学
校

の
跡
地
利
用
で
あ
る
。
ま
ず
は

底
地
の
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、

利
用
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　

��　

三
つ
目
は
、
峡
南
南
部
地
域

早
川
町
・
身
延
町
・
南
部
町
の

医
療
体
制
の
構
築
で
あ
る
。

　

��　

本
地
域
の
医
療
機
関
は
、
医

師
・
看
護
師
等
の
不
足
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
医

療
需
要
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
。　

　

��　

そ
こ
で
、
峡
南
南
部
地
域
の

３
町
と
飯
富
病
院
・
身
延
山
病

院
・
南
部
町
国
民
健
康
保
険
診

療
所
及
び
万
沢
診
療
所
の
適
切

な
機
能
連
携
・
役
割
分
担
に
よ

り
、
住
民
に
適
切
な
医
療
を
提

供
し
、
各
医
療
機
関
の
早
期
の

経
営
改
善
を
図
る
目
的
で
、
本

年
６
月
に
「
一
般
社
団
法
人
み

な
み
や
ま
な
し
」
を
設
立
し
た
。

　

��　

今
後
は
、「
み
な
み
や
ま
な

し
」
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
取
り
組
み
、
こ
の
地
域
に

お
い
て
効
率
的
で
持
続
可
能
な

医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
目
指

し
て
い
く
。

　

��　

こ
の
よ
う
な
取
組
む
べ
き
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
７

年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

将
来
を
見
据
え
健
全
な
財
政
を

維
持
し
な
が
ら
、
施
策
の
優
先

順
位
付
け
を
行
い
、
予
算
編
成

を
進
め
て
い
く
。

問��　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

過
去
２
度
質
問
し
て
い
る
が
、

明
確
な
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
事
業
の
構
想
か
ら

建
物
が
完
成
す
る
ま
で
常
識
的

に
考
え
て
５
年
は
か
か
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
出
来
る
だ
け
早

い
時
期
に
建
設
に
か
か
る
計
画

の
策
定
に
着
手
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。　

町��

長　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
富
士

川
築
堤
※
工
事
に
伴
い
、
庁
舎

を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
庁
舎
移
転
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
富
士
川
築
堤

工
事
の
進
捗
と
密
接
に
関
係
す

る
が
、
国
土
交
通
省
か
ら
は
、

い
ま
だ
確
定
し
た
工
程
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

　

��　

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
に
は

基
本
構
想
か
ら
始
ま
り
建
設
工

事
完
了
ま
で
は
、
短
く
て
も
５

年
は
か
か
る
。

　

��　

そ
こ
で
、
新
中
学
校
な
ど
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し

た
の
で
、
教
育
委
員
会
部
局
に

あ
る
施
設
整
備
課
を
廃
止
し
、

新
た
に
町
長
部
局
に
新
庁
舎
の

移
転
な
ど
の
公
共
施
設
の
在
り

方
を
検
討
す
る
部
署
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
い
る
。

　

��　

質
問
の
庁
舎
の
移
転
建
設
に

か
か
る
計
画
は
、
新
た
に
立
ち

上
げ
る
部
署
の
中
で
、
町
民
か

ら
の
ご
意
見
の
聴
取
方
法
も
含

め
、
検
討
し
て
い
く
。

　

※
築
堤
（
ち
く
て
い
）
と
は
堤

　
　

防
を
築
く
こ
と
。

答

問 予算編成に向けての基本的な考え方は

町民に関係するサービスは今までの内容を維持し、
スピード感をもって取り組んでいく（町長）
① 富士川築堤工事に伴う役場の移転計画の推進
② 旧身延中学校跡地利用の検討
③ 峡南南部地域医療体制の構築

令和７年度予算編成について

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

４
年
間
の
３
つ
の
主
要
な
目
標

富士川堤防に沿って建つ庁舎

身延山病院の全景

旧身延中学校跡地

飯富病院入口と老人保健施設

役
場
新
庁
舎
の
計
画
策
定
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問�　

当
町
の
人
口
減
少
問
題
の
捉

え
方
と
、
３
期
目
の
対
応
、
具

体
的
な
人
口
減
少
問
題
に
対
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
は
。

町�

長　

人
口
減
少
対
策
は
、
平
成

27
年
、
身
延
町
総
合
戦
略
を
策

定
し
て
以
来
、
改
善
を
重
ね
な

が
ら
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
数
十
年
に

わ
た
る
人
口
減
少
の
流
れ
は
続

い
て
お
り
、
民
間
の
経
営
活
動

の
流
れ
や
、
一
人
ひ
と
り
の
人

生
観
や
価
値
観
な
ど
の
生
き
方

に
作
用
さ
れ
、
短
期
間
の
う
ち

に
大
き
な
効
果
を
見
出
し
、
人

口
減
少
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
く
、
大
変
難
し

い
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
も
総
合
戦
略
を
基
本

に
推
進
し
て
い
く
も
の
と
し
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
改
善
を
図

り
、
併
せ
て
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
超
え
る
、
新
た
な
発
想

に
基
づ
く
施
策
の
創
出
に
努
め
、

実
行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

第
３
期
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
持
続
発
展
し
て
い
く

と
と
も
に
、
な
す
べ
き
目
標
と

し
て
「
身
延
町
役
場
本
庁
舎
の

移
転
計
画
の
推
進
」「
旧
身
延

中
学
校
の
跡
地
利
用
の
検
討
」

「
峡
南
南
部
地
域
の
医
療
体
制

の
構
築
」
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
。
人
口
が
減
少
し
た
と
し
て

も
、
活
力
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
「
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た　

育
っ
て
よ
か
っ
た　

住
ん
で
よ
か
っ
た　

身
延
町
」

を
目
指
し
、
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
多
様
化
す
る
課
題
に
つ

い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
改
善
策
を
検
討
し
、

安
全
安
心
な
町
民
生
活
や
行
政

効
率
化
な
ど
、
本
町
の
地
理
的

特
徴
に
合
っ
た
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問�　

国
土
交
通
省
の
富
士
川
築
堤

工
事
に
伴
う
本
庁
の
移
転
計
画

に
つ
い
て
、
移
転
候
補
地
や
完

成
目
標
時
期
は
。

町�

長　

移
転
候
補
地
、
完
成
目
標

時
期
な
ど
は
未
定
で
あ
る
。

問�　

旧
身
延
中
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
再
利
用
計
画
ま
で
の

敷
地
の
管
理
に
つ
い
て
、
担
当

課
と
管
理
方
法
は
。

施�

設
整
備
課
長　

来
年
４
月
１
日

か
ら
は
普
通
財
産
と
な
り
、
財

政
課
の
所
管
と
な
る
。
な
お
、

跡
地
に
は
身
延
山
久
遠
寺
や
個

人
名
義
の
土
地
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
所
有
権
の
取
得
を
推

進
し
て
い
く
。
敷
地
の
管
理
は
、

他
の
管
理
用
地
と
同
様
に
目
視

点
検
と
、
５
月
か
ら
10
月
期
に

草
の
成
長
状
況
を
見
な
が
ら
除

草
を
行
う
。

再�

質
問　

２
０
２
３
年
の
第
１
回

定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、「
身

延
小
学
校
と
身
延
中
学
校
の
敷

地
に
つ
い
て
、
借
地
等
の
所
有

者
が
７
、
筆
数
が
42
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
現
況
は
。

施�

設
整
備
課
長　

鋭
意
進
行
中
で

あ
る
が
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。

問�　

再
利
用
計
画
の
検
討
、
地
権

者
の
方
々
へ
の
事
業
計
画
へ
の

理
解
と
協
力
な
ど
、
今
後
は
。

施�

設
整
備
課
長　

今
年
度
は
用
地

測
量
を
行
い
、
境
界
の
確
定
と

地
権
者
の
確
認
を
行
う
。
来
年

度
か
ら
は
、
基
本
構
想
を
含
む

基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
、
事

業
内
容
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た

ら
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に

進
ん
で
い
く
。
基
本
計
画
の
策

定
か
ら
実
施
設
計
の
完
了
ま
で

順
調
に
推
移
し
て
２
年
を
想
定

し
て
い
る
。

再�

質
問　

周
辺
は
シ
カ
が
多
数
、

目
撃
さ
れ
て
い
る
。
跡
地
へ
の

進
入
は
、
近
隣
の
住
宅
や
田
畑

へ
の
鳥
獣
害
被
害
を
招
く
可
能

性
も
あ
る
。
鳥
獣
害
へ
の
進
入

防
止
柵
の
設
置
な
ど
具
体
的
な

対
策
は
。

施�
設
整
備
課
長　

町
が
所
有
す
る

公
共
用
地
へ
の
鳥
獣
害
防
止
柵

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
個

別
の
田
畑
へ
の
柵
の
設
置
に
は
、

産
業
課
が
所
管
す
る
有
害
鳥
獣

防
除
用
施
設
の
資
材
購
入
費
補

助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問�　

３
期
目
で
新
た
な
医
療
体
制

構
築
ま
で
実
現
可
能
か
。
ま
た

今
後
の
具
体
的
取
組
み
は
。

町�

長　

み
な
み
や
ま
な
し
は
、
飯

富
病
院
、
身
延
山
病
院
、
南
部

町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
お
よ

び
南
部
町
万
沢
診
療
所
の
将
来

的
な
統
合
再
編
を
念
頭
に
、
参

加
病
院
等
相
互
間
の
機
能
の
分

担
、
業
務
の
連
携
等
を
推
進
し
、

峡
南
南
部
地
域
に
お
け
る
効
率

的
で
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
を
目
的
に
設
立
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
効
率
的
で
持
続
可

能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を

目
指
し
、
任
期
４
年
間
の
中
で
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
覚

悟
で
あ
る
。

答

問 町長の豊富な人脈、経験などを踏まえた本町の企業版ふるさと
納税に対する捉え方と今後の取り組みについては

本町の地方創生等の施策を実行していくための貴重な財源であるから、多様
な手法を検討導入して取組みを進め、促進していく。身延町のプロジェクト、
まちづくりにご賛同、ご支援を得られるよう鋭意努める（企画政策課長）

企業版ふるさと納税について

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

望
月
町
政
３
期
目
の
展
望
と

課
題
に
つ
い
て

旧身延中学校跡地
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別
の
田
畑
へ
の
柵
の
設
置
に
は
、

産
業
課
が
所
管
す
る
有
害
鳥
獣

防
除
用
施
設
の
資
材
購
入
費
補

助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問�　

３
期
目
で
新
た
な
医
療
体
制

構
築
ま
で
実
現
可
能
か
。
ま
た

今
後
の
具
体
的
取
組
み
は
。

町�

長　

み
な
み
や
ま
な
し
は
、
飯

富
病
院
、
身
延
山
病
院
、
南
部

町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
お
よ

び
南
部
町
万
沢
診
療
所
の
将
来

的
な
統
合
再
編
を
念
頭
に
、
参

加
病
院
等
相
互
間
の
機
能
の
分

担
、
業
務
の
連
携
等
を
推
進
し
、

峡
南
南
部
地
域
に
お
け
る
効
率

的
で
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
を
目
的
に
設
立
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
効
率
的
で
持
続
可

能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を

目
指
し
、
任
期
４
年
間
の
中
で
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
覚

悟
で
あ
る
。

問�　

公
立
病
院
が
担
っ
て
い
る
不

採
算
医
療
は
、
住
民
生
活
に
必

要
な
医
療
と
し
て
国
は
、
繰
出

基
準
を
設
け
、
交
付
税
措
置
を

行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
総
務
省
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
指
摘
で
は
、
飯
富
病
院

へ
の
繰
出
金
の
一
部
が
町
か
ら

入
っ
て
い
な
い
金
額
が
過
去
か

ら
ず
っ
と
続
い
て
い
る
と
い
う

も
の
だ
。
へ
き
地
医
療
拠
点

病
院
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
42
年
、

こ
の
間
の
繰
出
基
準
と
の
差
額

金
額
は
飯
富
病
院
の
基
金
と
考

え
る
が
。

福�

祉
保
健
課
長　

地
方
自
治
法
第

２
４
１
条
が
基
金
の
定
義
で
あ

り
、
山
下
議
員
の
言
っ
て
い
る

事
は
基
金
に
は
当
た
ら
な
い
。

問�　

老
健
施
設
の
改
修
工
事
を
実

施
せ
ず
、
ベ
ッ
ド
の
削
減
や
、

不
採
算
医
療
に
対
す
る
繰
出
基

準
と
異
な
る
繰
出
金
の
長
年
の

対
応
な
ど
、
医
療
・
介
護
体
制

を
守
る
行
政
の
在
り
方
の
考
え

は
。

福�

祉
保
健
課
長　

老
健
施
設
縮
小

は
、
飯
富
病
院
院
長
を
中
心
に

幹
部
職
員
等
が
熟
慮
し
た
結
論

だ
っ
た
の
で
、
病
院
議
会
、
両

町
が
承
認
し
た
と
認
識
し
て
い

る
。
不
採
算
部
門
の
医
療
や
介

護
は
、
公
が
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
予
算
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

な
が
ら
、
確
保
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

問�　

飯
富
病
院
の
令
和
５
年
度
決

　

�

算
は
、
経
常
利
益
４
億
３
千
万

円
の
赤
字
で
あ
り
、
今
回
は
赤

字
補
填
さ
れ
た
。
今
後
の
赤
字

経
営
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

飯
富
病
院
へ
の

高
額
な
負
担
金
の
支
出
が
続
く

こ
と
は
、
町
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。

問�　

医
師
不
足
の
医
師
偏
在
対
策

は
「
み
な
み
や
ま
な
し
」
の
代

表
理
事
で
飯
富
病
院
の
組
合
長

で
も
あ
る
身
延
町
長
が
先
頭
に

立
ち
、
県
・
国
へ
陳
情
な
ど
の

行
動
を
起
こ
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

町�
長　

法
人「
み
な
み
や
ま
な
し
」

の
協
議
の
中
で
将
来
的
な
峡
南

南
部
地
域
の
方
向
性
が
決
ま
る
。

そ
の
時
に
関
係
者
間
で
検
討
し

て
い
く
課
題
だ
と
考
え
る
。

問�　

地
域
が
何
で
稼
ぐ
の
か
。
人

口
が
減
っ
て
も
土
地
を
荒
廃
さ

せ
ず
、
地
方
の
文
化
、
自
然
環

境
を
後
世
に
残
し
て
い
く
目
標

意
識
が
必
要
だ
。
学
校
給
食
の

食
材
を
生
産
者
か
ら
直
接
仕
入

れ
る
仕
組
み
は
、
学
校
給
食
で

学
ぶ
地
産
地
消
に
な
り
、
稼
ぐ

農
業
に
よ
る
地
方
創
生
と
考
え

る
が
。

産�

業
課
長　

衛
生
面
、
品
質
や
規

格
の
統
一
、
購
入
価
格
や
納
入

量
の
安
定
性
が
課
題
で
あ
り
、

現
在
の
生
産
状
況
か
ら
み
て
、

生
産
者
か
ら
の
直
接
仕
入
れ
は
、

難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問�　

国
は
、
遊
休
農
地
の
利
用
促

進
の
た
め
「
目
標
地
図
」
の
作

成
を
進
め
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

画
面
で
農
地
所
有
者
と
担
い
手

が
情
報
を
共
有
で
き
、
農
地
利

用
の
最
適
化
を
図
れ
る
「
目
標

地
図
」
は
地
方
創
生
の
重
要
な

ツ
ー
ル
と
考
え
る
。
作
成
の
進

捗
状
況
は
。

産�

業
課
長　

今
年
度
末
ま
で
に

「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
」

の
継
続
地
区
を
中
心
に
、
16
カ

所
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

問�　

水
道
管
の
耐
震
化
促
進
と
老

朽
化
緊
急
点
検
に
つ
い
て
、
避

難
所
や
病
院
な
ど
、
災
害
時
に

拠
点
と
な
る
重
要
施
設
は
優
先

的
に
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

上�

下
水
道
課
長　

令
和
７
年
度
に

改
定
予
定
の
経
営
戦
略
を
基
に
、

老
朽
化
し
て
い
る
水
道
施
設
の

改
築
・
更
新
や
維
持
管
理
費
な

ど
を
予
測
し
て
い
き
た
い
。

問�　

各
自
治
体
で
人
口
減
少
に
よ

る
水
道
料
金
改
定
の
動
き
が
あ

る
。
令
和
５
年
度
決
算
で
は

５
億
４
千
万
円
の
赤
字
だ
。
経

営
改
善
に
よ
る
効
果
を
町
民
福

祉
の
向
上
に
還
元
す
る
こ
と
が

消
滅
し
な
い
町
に
な
る
と
考
え

る
が
、
水
道
料
金
設
定
等
の
考

え
は
。

上�

下
水
道
課
長　

料
金
改
定
は
、

審
議
会
に
お
い
て
、
収
支
の
状

況
や
、
福
祉
的
観
点
も
考
慮
し
、

答
申
を
頂
き
、
料
金
改
定
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考
え

る
。

問�　

能
登
半
島
地
域
で
の
断
水
の

長
期
化
は
、
井
戸
水
を
使
う
計

画
の
未
整
備
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
井
戸
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
、
災
害
時
の
水
源

確
保
に
役
立
つ「
井
戸
マ
ッ
プ
」

の
作
成
は
重
要
と
考
え
る
が
。

交�

通
防
災
課
長　

町
で
は
、
浄
水

器
や
飲
料
水
を
配
備
、
備
蓄
し

て
い
る
が
、
集
落
で
の
生
活
用

水
と
し
て
の
水
源
確
保
の
観
点

か
ら
、
今
後
、
井
戸
マ
ッ
プ
も

含
め
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

答

問 医師不足の医師偏在対策は

地域医療連携推進法人「みなみやまなし」で医療提供
体制について協議をしている。将来的な方向性が決
まったら関係者間で検討していく（町長）

医療・介護体制を守る行政の役割とは

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

医
療
・
介
護
に
お
け
る
行
政

の
役
割

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
検
証

水
道
事
業
と
災
害
時
の
水
源

確
保
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問�　

下
山
小
学
校
で
本
年
度
４
月

よ
り
定
数
配
置
で
１
人
が
欠
員

し
た
ま
ま
始
ま
っ
た
。
現
在
も

解
消
を
さ
れ
て
い
な
い
。
教
職

員
は
な
ん
と
か
や
り
く
り
を
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
に
行

き
届
い
た
教
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。「
教
員

の
な
り
手
不
足
」
は
、
来
年
度

以
降
も
続
い
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
来
年
度
以
降
も
欠
員

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
町
と

し
て
独
自
に
教
員
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
来
年
度
に
向

け
て
の
考
え
は
。

教�

育
長　

学
校
現
場
で
は
教
職
員

が
協
力
す
る
中
で
、
授
業
や
校

務
に
対
応
し
、
学
校
運
営
に
努

め
て
い
る
。
教
員
不
足
に
は

様
々
な
要
因
が
あ
り
、
教
員
の

な
り
手
不
足
、
25
人
学
級
の
推

進
、
特
別
支
援
学
級
の
増
加
等

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

�　

一
方
、
か
ね
て
か
ら
市
町
村

教
育
委
員
会
で
は
、
市
町
村
単

独
の
教
諭
や
講
師
を
配
置
し
て
、

複
式
授
業
の
解
消
、
児
童
生
徒

の
き
め
細
か
な
指
導
や
学
力
の

向
上
に
努
め
て
お
り
、
本
町
で

も
本
年
度
は
小
中
学
校
に
計
６

名
の
町
単
教
諭
並
び
に
町
単
講

師
を
配
置
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
法
令
に
よ
り
、
市
町
村
立

学
校
の
教
職
員
は
、
服
務
監
督

権
は
市
町
村
教
育
委
員
会
に
あ

る
も
の
の
、
任
命
権
者
は
都
道

府
県
教
育
委
員
会
と
な
っ
て
お

り
、
学
級
担
任
は
県
費
負
担
教

員
が
担
い
、
市
町
村
単
教
職
員

は
あ
く
ま
で
も
学
級
担
任
の
補

助
的
な
役
割
や
教
科
指
導
を

担
っ
て
い
る
。
県
教
育
委
員
会

が
教
職
員
を
適
正
に
配
置
し
な

い
限
り
、
こ
の
問
題
の
根
本
的

な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

　

�　

な
お
、
下
山
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
11
月
か
ら
半
日
勤
務
で

は
あ
る
が
、
欠
員
の
補
充
が
行

わ
れ
た
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
今
後
も
県
教
育
委
員
会
に

対
し
て
教
職
員
の
適
正
配
置
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

再�

質
問　

平
成
27
年
８
月
、
令
和

２
年
１
月
に
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
出
さ
れ

て
、
そ
の
内
容
は
、
先
日
、
教

育
厚
生
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ

た
住
み
や
す
さ
ア
ン
ケ
ー
ト
と

同
じ
よ
う
な
内
容
に
な
っ
た
。

交
通
が
不
便
、
道
路
整
備
が
必

要
、
そ
う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
出
続
け
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
判
断
が

で
き
て
い
な
い
。
中
部
横
断
道

が
で
き
た
。
ま
た
新
た
な
請
願

が
出
る
中
で
、
次
か
ら
次
へ
と

請
願
が
出
る
。
昨
日
の
ニ
ュ
ー

ス
で
も
住
み
や
す
さ
ア
ン
ケ
ー

ト
で
４
分
の
１
が
移
住
を
し

た
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
こ
と

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
町

外
か
ら
の
移
住
を
進
め
る
町
で

あ
り
な
が
ら
、
町
外
へ
移
住
し

た
い
人
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
早
く
決
め
て
い
た
だ
き
、

身
延
町
の
明
る
い
未
来
を
築
い

て
ほ
し
い
。
町
長
の
思
い
、
意

見
は
。

町�

長　

私
個
人
、
一
人
で
決
め
ら

れ
る
内
容
で
は
な
い
。
幅
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
等
の
意
見
を
聞

い
た
中
で
、
議
会
で
も
議
論
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
し
、
峡
南

北
部
地
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
会
で
も
議
論
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
議
会
も
来
年
の

早
々
に
は
結
論
が
出
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
も
伺
っ
て
い
る
。
ま

た
峡
南
北
部
地
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
会
で
の
検
討
も
だ

い
ぶ
進
ん
で
き
て
い
て
、
結
論

の
方
向
性
が
、
間
も
な
く
出
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
い
る
。

　

�　

私
と
す
れ
ば
、
結
論
を
そ
う

い
う
も
の
を
受
け
て
、
皆
さ
ん

の
意
に
沿
う
か
ど
う
か
は
別
に

し
て
も
、
３
月
の
議
会
で
出
せ

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

答

問 身延町の明るい未来を築いてほしいが

皆さんの意に沿うかどうかは別にしても、３月の議会
で出せればいいなと思っている（町長）

道路整備について

深
ふかやま

山　光
こうしん

信 議員

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

三
沢
～
市
之
瀬
間
バ
イ
パ
ス

早
期
実
現
に
つ
い
て
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問�　

激
し
い
物
価
高
騰
の
も
と
で

苦
し
ん
で
い
る
方
達
が
多
く
い

る
。
こ
の
町
民
を
ど
う
守
る
の

か
。　

福�

祉
保
健
課
長　

今
年
度
、
令
和

５
年
度
の
住
民
税
が
均
等
割
の

み
課
税
世
帯
３
１
３
世
帯
に

10
万
円
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

と
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対

す
る
こ
ど
も
加
算
と
し
て
54
世

帯
84
名
に
５
万
円
を
支
給
。
令

和
６
年
度
の
住
民
税
が
新
た
に

非
課
税
も
し
く
は
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
１
４
３
世
帯
に
10
万

円
、
こ
ど
も
加
算
５
世
帯
８
名

に
５
万
円
を
支
給
。

問�　

こ
の
暮
れ
、
年
の
瀬
を
ど
う

乗
り
切
れ
ば
い
い
の
か
と
福
祉

灯
油
を
以
前
要
望
し
た
が
。

町�

長　

こ
の
要
望
に
対
し
て
、
町

の
財
政
を
見
る
限
り
は
厳
し
い
。

問�　

県
か
ら
の
山
梨
県
物
価
高
騰

対
策
・
子
育
て
世
帯
応
援
臨
時

交
付
金
は
金
額
も
少
な
く
、
既

存
の
事
業
に
は
充
て
ら
れ
な
い
。

ど
う
活
用
す
る
の
か
。

子�

育
て
支
援
課
長　

子
育
て
世
帯

を
対
象
に
し
た
物
価
高
騰
に
お

け
る
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
中
学
生
以

下
と
比
較
し
て
支
援
が
及
ば
な

い
高
校
生
を
対
象
に
給
付
す
る
。

問�　

国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
策
交

付
金
の
見
通
し
は
。

財�

政
課
長　

住
民
税
非
課
税
世
帯

一
世
帯
当
た
り
３
万
円
、
子
ど

も
の
い
る
世
帯
に
は
１
人
当
た

り
２
万
円
を
加
算
支
給
す
る
方

向
で
検
討
に
入
っ
た
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
国
会
で
採
決
さ
れ

た
ら
、
速
や
か
に
事
業
を
実
施

し
た
い
。

問�　

み
の
ぶ
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、

土
日
が
運
休
、
目
的
地
ま
で
は

乗
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

乗
り
換
え
ご
と
に
お
金
が
か
か

る
な
ど
使
い
に
く
い
と
の
声
が

以
前
か
ら
あ
る
が
、
改
善
が
進

ま
な
い
の
は
。

交�

通
防
災
課
長　

土
日
の
運
休
は

タ
ク
シ
ー
業
務
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
と
の
配
慮
。
赤
字
運
営

で
毎
年
５
０
０
０
万
円
を
超
え

る
負
担
金
を
町
か
ら
出
し
て
運

営
し
て
い
る
。
土
日
の
運
行
、

料
金
の
減
額
な
ど
を
実
施
す
る

場
合
、
受
益
者
負
担
の
考
え
か

ら
利
用
料
を
見
直
す
こ
と
も
必

要
だ
と
考
え
る
。

問�　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
大

変
に
な
っ
た
時
に
、
高
齢
者
へ

の
タ
ク
シ
ー
券
や
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
制
度
が
あ
れ
ば
高
齢
者

が
安
心
し
て
出
か
け
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
う
が
。　

福�

祉
保
健
課
長　

タ
ク
シ
ー
助
成

制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
が
、
財
源
の

確
保
と
運
転
手
不
足
等
に
伴
う

地
域
の
タ
ク
シ
ー
供
給
量
の
不

足
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
の
制
度
を
調
査
研
究
し
な

が
ら
導
入
出
来
る
か
ど
う
か
考

え
た
い
。

問�　

電
気
料
が
高
く
な
り
、
家
庭

用
と
共
益
費
と
し
て
の
電
気
料

の
支
払
い
が
負
担
だ
と
相
談
を

受
け
た
。
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

し
、
住
民
負
担
の
軽
減
を
。

建�

設
課
長　

令
和
５
年
度
と
６
年

度
に
そ
れ
ぞ
れ
１
団
地
の
計
２

団
地
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
改
修

要
望
が
あ
っ
た
。
要
望
の
あ
っ

た
団
地
だ
け
で
な
く
、
外
灯
や

共
用
廊
下
等
の
電
灯
も
含
め
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
改
修
を
計
画
し

て
い
る
。

問�　

町
民
か
ら
、
以
前
、
化
石
公

園
に
行
き
感
動
し
た
が
、
今
回

改
め
て
行
っ
た
ら
、
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
か
っ
た
と
聞
い

た
。
町
に
は
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
、
管
理
も
大
変
だ
と
思
う

が
管
理
の
状
況
は
。

生�

涯
学
習
課
長　

遅
沢
地
区
の
化

石
公
園
は
砂
防
堰
堤
工
事
の
際

に
発
見
さ
れ
た
貝
化
石
を
公
園

内
に
野
外
展
示
し
て
い
る
。
県

と
町
が
管
理
協
定
を
締
結
し
、

定
期
的
な
巡
視
を
月
に
１
回
程

度
、
草
刈
り
等
軽
微
な
環
境
整

備
を
年
に
２
回
か
ら
３
回
行
っ

て
い
る
。

問�　

子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
貴
重

な
文
化
財
を
学
習
す
る
機
会
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

教�

育
長　

本
町
の
文
化
財
は
、
現

在
２
５
９
件
と
山
梨
県
で
２
番

目
に
多
い
。
文
化
財
巡
り
等
の

普
及
啓
発
事
業
の
実
施
、
身
延

中
学
校
と
連
携
し
文
化
財
等
学

習
講
座
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

町
内
３
校
で
は
、
副
読
本
を
活

用
し
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財

等
に
つ
い
て
、
教
育
課
程
に
位

置
付
け
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

答

問 特に国民年金暮らしやひとり親の方が深刻だが

福祉灯油は今の町の財政を見る限りは厳しい
（町長）

物価高騰で苦しむ町民を守る対策を

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

物
価
高
騰
対
策
を

住
民
の
足
の
確
保
に
つ
い
て

町
営
、
町
有
住
宅
な
ど
の
外

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

町
の
文
化
財
の
管
理
と
活
用

に
つ
い
て
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　◇

は
じ
め
に

　

本
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、

ま
た
そ
の
復
興
さ
な
か
に
発
生
し

た
９
月
21
日
の
奥
能
登
豪
雨
が
あ

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
政
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
４

月
に
は
完
成
し
た
身
延
中
学
校
新

校
舎
に
生
徒
を
迎
え
入
れ
、
新
た

な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
14
日
に
は
本
町
合

併
20
周
年
を
記
念
し
て
式
典
を
開

催
し
、
本
町
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

皆
様
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
と
と

も
に
、
本
町
下
山
地
区
出
身
で
、

長
く
大
阪
山
梨
県
人
会
会
長
を
つ

と
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
身
延
中
学

校
新
校
舎
建
設
に
あ
た
り
、
多
額

の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
望

月
靖
允
（
や
す
み
つ
）
氏
に
対
し
、

名
誉
町
民
の
称
号
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　

11
月
３
日
に
は
「
み
の
ぶ
ま
つ

り
」
が
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館

に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
現
行
の
み
の
ぶ
ま
つ
り
は
今

回
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
来
年

度
か
ら
の
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

◇
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
令
和
７
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

町
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

２
期
身
延
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る

４
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
こ

の
「
第
２
次
総
合
計
画
」
を
確
実

に
推
進
す
べ
く
、
職
員
の
英
知
を

結
集
し
、
各
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
よ
る
重
点
施
策
の
予
算
編
成
に

鋭
意
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
本
町
の
財
政
運

営
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴

う
納
税
義
務
者
の
減
少
に
加
え
、

原
油
・
物
価
の
高
騰
に
よ
る
経
済

の
低
迷
に
よ
り
、
昨
年
度
と
同
様

に
、
個
人
並
び
に
法
人
所
得
は
減

少
が
見
込
ま
れ
、
地
方
税
の
落
ち

込
み
は
、
厳
し
い
も
の
に
な
る
と

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
基
幹
的
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
と

同
様
に
、
交
付
税
総
額
を
適
切
に

確
保
す
る
こ
と
が
、
既
に
国
か
ら

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
厳
し
い

財
源
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

町
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
最
大
限
の

効
果
を
上
げ
る
予
算
編
成
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

◇
新
嘗
祭
献
穀
献
上
に
つ
い
て

　

献
穀
者
で
あ
る
笠
井
様
を
は
じ

め
、
西
嶋
活
性
化
委
員
会
を
中
心

に
、
峡
南
農
務
事
務
所
他
関
係
機

関
の
ご
協
力
の
下
、
無
事
に
収
穫

を
済
ま
せ
、
10
月
21
日
に
献
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

◇
山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　

11
月
24
日
の
日
曜
日
に
は
、
身

延
町
総
合
文
化
会
館
周
辺
を
会
場

に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し

た
山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
周
辺

の
町
民
の
皆
様
や
関
係
団
体
の
協

力
の
も
と
、
救
出
・
救
助
訓
練
や

避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
各
種
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
を
通
し
て
、
災
害
時

に
何
を
す
べ
き
か
、
そ
し
て
ど
の

よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
を
確
認
す

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
台
風
、

豪
雨
災
害
に
対
し
、
引
き
続
き
備

え
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◇
定
例
会
に
つ
い
て

　

本
定
例
会
に
は
条
例
関
係
６
議

案
、
規
約
の
変
更
関
係
２
議
案
、

指
定
管
理
者
の
指
定
１
議
案
、
補

正
予
算
７
議
案
を
提
案
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
２
人
事
案
件
の
同
意

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

町長行政報告
望
もちづき

月　幹
み き や

也  町長

令
和
７
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
は
、
町
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
２
次

総
合
計
画
を
確
実
に
推
進
す
べ
く
、
重
点
施
策
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
す

【町長行政報告について】
身延町議会定例会は年
4 回（3・6・9・12 月 ）
開催されます。開会初日
に町長が行政報告（6・9・
12 月）を行います。なお、
3 月定例会では施政方針
を述べます。
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あの一般質問、その後を追跡
○リサイクルステーションの設置を

　　　（令和４年12月定例会一般質問者：渡辺文子）

問

答

本庁舎や支所などに新聞紙や雑誌などをい

つでも持っていけるリサイクルステーショ

ンの設置を望む声がある

収集業者等関係者と調整の上、常設のリサ

イクルステーションの設置を来年度に向け

検討したい

令和5年6月1日より古紙・段ボールのリサ

イクル倉庫の3箇所に設置されました

・身延町役場本庁舎駐車場

・身延町総合文化会館建物裏（西側）駐車場

・下部支所入口

スポーツ環境整備に関する要望書の提出について

11月1日、教育厚生常任委員会の田中一泰委員長、佐野知世副委員長が身延町における中学生のスポー
ツ環境整備についての要望書を町長に手渡しました。内容は以下の通りになります。

１．身延中学校にサッカー部を作ることはできない 
２．１の理由により部活動指導員を任用することもできず、指導者を確保できない
３．サッカーをしている小学生が中学生になっても身延町でサッカーを続けたい 
４．サッカークラブの環境が整っていない 
５．40 名を超えるサッカー少年少女のサッカーへの思い

現在、40 名を超える小学生のサッカー少年少女が町内にいる。
中学生になってもサッカーが続けられる環境整備、フットボール
クラブ設立並びに運営に関する支援を積極的にお願いしたい。

現 

況

要 

望

下部支所入口のリサイクル倉庫

（広報みのぶ令和５年６月号（NO.225）に掲載）
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身延町住みやすさアンケート
結果分析後の要望書提出について

アンケートの結果を踏まえ、教育厚生常任委員会で慎重審議の結果、下記の5点について身延町人口減少
対策および町づくりに関する要望書を作成しました。それをもって、12月９日に田中一泰委員長と佐野
知世副委員長が町長に人口減少対策および町づくりに関する要望書を提出しました。尚、詳細について
は身延町のウェブサイトから集計分析結果報告書をご覧下さい。

１．子育て・教育環境
集計　○子育て支援策は充実している。
　　　○子どもの遊び場が少ない。スポーツ活動や習い事は都会とは差がある。

　　　○自然の多い地域だからこそできる経験の場を与える必要がある。

要望　・子育て支援施策の周知徹底　　　　　　　　　　　　
　　　・中学生を対象としたスポーツクラブの設置と指導者の確保

　　　・学習塾に代わるものとした学びの向学館などの充実

　　　・町の特色を生かした教育プログラムの推進

２．交通（買い物含む）
集計　○町外に勤務しても苦にならない道路網の整備が必要である。
　　　○若者の定住には道路網の整備が不可欠である。

　　　○デマンドタクシーはあるが、高齢者は買い物や通院が不便である。

要望　・国道300号線から中部横断自動車道へのアクセス道路の整備
　　　・採択された請願の早期実現・町営バス、デマンドタクシーの利便性向上

３．住宅・移住定住
集計　○若者が住みたいと思えるアパートが少ない。○空き家バンクも受け入れ態勢に難がある。
　　　○立地条件の良い分譲地が少ない。○移住定住者の働く場所、住む場所が不十分である。

要望　・若者向け賃貸住宅の整備
　　　・若者世帯が住めるよう所得制限等の入居条件の緩和

　　　・空き家バンク制度の見直し、充実

４．働く場
集計　○若者が働く場の確保が必要である。○大きな企業の誘致、雇用の確保が必要である。
要望　・町に3か所あるインターチェンジを活かした企業誘致の推進

５．医療
集計　○町内の休日や夜間の救急医療の体制が不完全である。
要望　・町内の病院での救急医療と小児科の充実

これからも身延町に住み続けたいか→
17.2％

35.2％

33.3％

8.1％

6.2％

●身延町に住み続けたい
●どちらかといえば身延町に住み続けたい
●どちらかといえば町外に移りたい
●町外に移りたい
●わからない

住みやすさアンケート詳細結果
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アンケート集計結果（542名回答・一部抜粋）

アンケートのご協力ありがとうございました。今後の町づくりに活かしていきます。

86.2％

27.2％
10.4％

12.3％

12.3％

37.8％

13.8％

55％

45％

19.6％

14.6％

7％
2.6％
その他
2.6％
その他11.1％

19.6％

25.5％

●住みやすい
●どちらかといえば住みやすい
●どちらかといえば住みにくい
●住みにくい
●どちらとも言えない

●町政に最優先で取り組んでほしい
●町政に取り組んでほしい
●議会に取り組んでほしい
●現状のままでいい
●仕方がない

問１．お住まい

問５-１．身延町の住みやすさ 問５-２．身延町に住まない理由

問９．定住・移住・人口減少対策について

問２．性別 問３．世代

身延町内在住

男性 50代
60代

70代

20代

30代

40代

女性

町外在住町外在住

家族・家庭の問題

医療・福祉が不安

老後の生活が不安

交通が不便

通勤・通学が不便
買い物が不便

近所や地域のつきあいが…

子どもが少ない

中学校の部活動が少ない

日当たりが悪い

人口が少ない
消滅可能性自治体のため

娯楽などの遊び場が少ない

教育環境が不十分

子育て支援が不十分

31.6％

20.4％

24.5％

50％

42.9％
55.1％

19.4％
19.4％

6.1％

8.2％

19.4％
11.2％

31.6％

9.2％

7.1％

16.6％

その他

46.1％

23.1％
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特集

① 医療・介護需要の減少 

峡南南部地域(早川町・身延町・南部町)は人口減少に伴い、医療・介護需要の減少が著しい。

峡南医療圏では、令和 7年の必要病床数は令和 2年対比で約半数と予測。 

飯富病院及び身延山病院においては、全国平均と比較して医師の配置数は少ない傾向にある。 

看護師不足により病床数の削減が発生している。 

公的支援の困難さが予測され、患者数の減少に伴い既に損益は赤字基調になっている。 

飯富病院併設老人保健施設の老朽化が指摘され、修繕に９億円近い費用が必要であると試算。 

救急の峡南医療圏域外搬送率が約 4割あり、救急体制が圏域内で完結できていない。 

高齢化の進行に伴い、これまで以上にへき地支援が重要となる。 

訪問診療及び訪問介護のマンパワーが不足している。 

峡南南部地域(早川町・身延町・南部町)は人口減少に伴い、医療・介護需要の減少が著しい。

峡南医療圏では、令和 7年の必要病床数は令和 2年対比で約半数と予測。 

② 医療従事者の不足 

飯富病院及び身延山病院においては、全国平均と比較して医師の配置数は少ない傾向にある。 

看護師不足により病床数の削減が発生している。 

③ 財務的持続可能性 

公的支援の困難さが予測され、患者数の減少に伴い既に損益は赤字基調になっている。 

飯富病院併設老人保健施設の老朽化が指摘され、修繕に９億円近い費用が必要であると試算。 

④ 患者ニーズと医療提供体制のミスマッチ 

⑤ へき地医療支援体制の将来のあり方 

救急の峡南医療圏域外搬送率が約 4割あり、救急体制が圏域内で完結できていない。 

高齢化の進行に伴い、これまで以上にへき地支援が重要となる。 

訪問診療及び訪問介護のマンパワーが不足している。 

【現状・課題】 

飯富病院、身延山病院等の医療連携について 

現状・課題より地域の医療提供の維持と地域に適した医療体制確保の為、医療連携

を推進する法人を設立し、令和６年６月 27日地域医療連携推進法人に認定された 

参加法人等 飯富病院・身延山病院・南部町・早川町・身延町 

◎医療連携の推進 
① 医療機関の役割分担(医療機能の分担・連携)を推進する視点 

・各医療機関の特色(強み)を活かした医療を相互に補完し提供する。 

・飯富病院と身延山病院の類似する機能を集約するなどの取組みを通じ、 

人材を含めた医療資源の効率的な活用を図る。 

②経営の安定性を確保する視点 

・医療従事者相互の情報共有、技術研鑚を通じて、医療水準の向上を図る。 

・医療従事者の確保、人事交流などを通じ、人材の効率的な活用を進める。 

・管理的業務の統一等、業務の効率化を図る。 

・医療需要に合わせながら、柔軟に病院機能や規模の適正化を図る。 

新
し
い
医
療
機
関
の
経
営
形
態
へ

医
療
連
携
を
安
定
的
・
継
続
的
に

※
協
議
中
の
た
め
決
定
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

地域で支える地域完結型医療を目指す
地域医療連携推進法人みなみやまなし
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組合議会報告
一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区な
ど）が行政サービスの一部を共同で行うことを目的とて設置す
る行政機関で、地方自治法284条２項により設けられる特別地
方公共団体の一つ。

〇峡南衛生組合議会 （身延町・早川町・市川三郷町・南部町で構成）

〇身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会 （身延町・早川町で構成）

〇峡南広域行政組合議会 （身延町・早川町・市川三郷町・南部町・富士川町で構成）

〇後期高齢者医療広域連合議会 （山梨県内すべての市町村で構成）

〇山梨西部広域環境組合議会 （峡北・峡南の 11市町で構成）

（概要）ごみ、し尿、火葬を共同処理することを目的として設立。管理者は市川三郷町長

報告者：伊藤雄波

・第２回定例会　令和６年10月11日（金）　※いずれも認定・可決

　認定第1号　令和５年度峡南衛生組合一般会計歳入歳出決算認定について　他1議案

・第１回臨時会　令和６年12月20日（金）　※いずれも可決・同意

　議案第４号　峡南衛生組合職員給与条例の一部を改正する条例について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他1議案、1同意

（概要）へき地医療拠点病院としての機能をもつ身延町・早川町の組合。管理者は身延町長

報告者：佐野昇

・第３回臨時会　令和６年10月７日（月）　※同意　　　　　　

　同意第１号　監査委員の選任について

・第４回臨時会　令和６年12月19日（木）　※可決

　議案第９号　職員の給与に関する条例中改正の件

（概要）構成する５町の事業の中で広域的に処理する４つの事業を実施

情報センター、消防本部、老人ホーム、事務局総務課など。代表理事は身延町長

報告者：広島法明

・第２回定例会　令和６年10月１日（火）　※いずれも可決・認定

　議案第10号　令和６年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第2号）　他2認定

・第２回臨時会　令和６年12月25日（水）　※いずれも可決・同意

　議案第11号　峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件　他５議案、１同意

（概要）主に高齢者医療制度の資格管理や保険料の賦課、高額医療費等の支給などを行う。

連合長は北杜市長

報告者：山下利彦

・第２回定例会　令和６年10月30日（水）　※いずれも承認・認定・可決

　承認第１号　専決処分の報告及び承認を求めることについて（令和５年度山梨県後期

　高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号））　他２認定、３議案

（概要）山梨県の「ごみ処理広域化計画」に基づき、新ごみ処理施設建設及びその運営を

目指すために、令和２年２月に設立された一部事務組合。管理者は中央市長

報告者：遠藤公久

・第２回定例会　令和６年10月30日（水）　※いずれも承認・可決・認定

　承認第３号　専決処分の承認を求める件（補正予算（第1号））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他１議案、１認定、１報告
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★表紙について（Ｐ１）
〇晴天の中、皆さんのびのびと交
流しているのが感じられます。
とても良い仕上がりになってい
ます。
〇鴨川市と姉妹都市であるのは理
解できるが、表紙の写真がどこ
の団体、グループ（小学生だと
思うが）との交流なのか把握で
きない。この種の写真は身延広
報で披露した方が良いと思いま
す。一目で議会だよりと分かる
表紙、写真の採用を希望します。

★令和５年度決算から事業を検証する議員
13人が注目した課題と今後（Ｐ２）

〇議員の顔を少し小さくして個人
の課題と今後の文章を大きめに
したらどうですか。

〇議員一人一人がこのように頑
張ってくれれば良いと思います。

モニターの皆さまからは色々なご
意見を頂戴しています。
議会だより№81では、久しぶり
に表紙を議員の写真にしてみまし
た。

読者の皆さまに伝わる文章となる
よう、編集委員一同、今以上にしっ
かり確認していきたいと思います。

★第３回定例会おもな議案の説明（Ｐ３）
〇歳入に対して歳出の内容が理解
できる編集になっている・・。
町民には比較的に聞き慣れない
言葉をギカイのギモンとして解
決していることは評価に値する
編集である。

〇一般会計、特別会計ともに決算
は黒字だと分かりやすくまとめ
られています。一方で、町の貯
金、借金の額や、一般会計から
特別会計への繰出金も同じペー
ジにまとめられているので、実
情がよく分かりました。

★令和５年度決算・
おもなお金の使いみち（Ｐ４～５）
〇「令和５年度決算主なお金の使
いみち」簡潔で分かりやすい。
23億1796万円の中学校建設費
がダントツかかりましたが、今
後の身延町の将来を考えるに町
の中央の中学建設は改めて正解
でしたと言えるように生徒らの
教育力の向上に期待します。

〇誰が見ても内容がわかりやすく、
写真がそれぞれの事業ごとに掲
載されていて、説明文も簡潔で
理解しやすい。タイトルの、
「お金の使いみち」が的を射て
いる。

★主な議案をピックアップ・
本会議・討論（Ｐ６）

〇賛成と反対に意見が対比してあ
ると議案の内容が分かり易いで
す。

★人事案件・第３回臨時会・
あの一般質問その後を追跡（Ｐ７）
〇過去の質問内容に対して、その
後の結果が分かり、しっかりと
物事が進められている事が伝わ
ります。
〇新委員4名には今後の活動に強く
期待します。議案第74号中富浄
化センター契約金額144,342,000
　円を示されても説明不足、理解
できない。工事内容の提示がほ
しかった。

★常任委員会レポート（Ｐ8～11）
〇内容は問題ないと思いますが、
答えの青色が細く、少し読みづ
らく感じました。少し太字にし
たら読み易いのではと感じまし
た。
〇常任委員会の構成が図式になっ
て、早速、モニターさんの意見
が反映されていますね。内容は
多岐にわたり、読むのに気力が
要りますが、文字が色分けされ
ていて写真もあるので読み進め
られます。

★一般質問（６人）（Ｐ12～18）
〇一般質問を傍聴すると、町の問
題、地域の問題など身延の今を
知ることが出来ます。紙面で内
容を確認するのも良いと思いま
すが、一般質問を生で傍聴し、
議員の熱を感じ、その問題意識
を共有する事で、より町の今を
実感できますよ。
〇議員の質問と行政側の回答を文
書で読むと全く論点があってい
ないと思います。

★議案に対する賛否
【御礼】住みやすさアンケート（Ｐ19）
〇賛否の表については、分かり易
くこのままで良いと思います。
住みやすさアンケート結果を上
手く活用して発展に活かせられ
るよう願います。

★町長行政報告（Ｐ20）
〇合併してもう20周年。コロナ禍
等様々な事がありました。幸せ
を実感できる町づくり期待して
います。

★主な議会の動き・
組合議会報告（Ｐ21）

〇議会の活動の頻度が分かり易く
まとめられています。

★身延ユナイテッドＳＣと
議員との懇談会（Ｐ22）

〇子供達や各団体との懇談会を積
極的に行い、子供達や保護者の
人達の潜在的能力の発掘と要望
を聞き、諸問題解決の場として
生かしてほしい。健全な子供達
の育成と保護者の積極的な参加
の上からも糧にしてほしい。よ
い企画であります。

★モニター通信（Ｐ23）
〇コルク板に付箋紙のようなデザイ
ンがいいと思います。この感じで、
編集後記を見てみたいです。

★おじゃまします（Ｐ24）
〇写真と字が大きくて見やすかっ
たです。
〇老若男女、さまざまな集まりが
あり、皆さん頑張っているなと
毎回感心しています。
〇年配の方が多いように見受けら
れますが、皆さんお元気です
ね。健康が一番です。

★町政へのご意見・ご要望
〇様々な議員さんの質問や課題
等、全ては人口減少、少子化高
齢化に伴うものばかりで、打開
策がなかなか見つからない。地
域の活性化や商売上の事も含め
人がいない事には展望が開けな
いと思う。旧身延、下部、中富
合併時の人口から1/3減ったの
で、また20年かけて元に戻す
為、町民全員で取組む意識改革
が必要では！　今年より来年、
更に５年10年先1人でも増やす
策はないか、先人達が築いてく
れたものを取戻す、人が増えれ
ば輪も広がり絆が生まれる。鯉
のぼりがあっちこっちで見ら
れ、子供クラブや青年婦人部が
復活し、にぎわう地域を目指し
ましょう。

モニター通信
(議会だより№80の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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★表紙について（Ｐ１）
〇晴天の中、皆さんのびのびと交
流しているのが感じられます。
とても良い仕上がりになってい
ます。

〇鴨川市と姉妹都市であるのは理
解できるが、表紙の写真がどこ
の団体、グループ（小学生だと
思うが）との交流なのか把握で
きない。この種の写真は身延広
報で披露した方が良いと思いま
す。一目で議会だよりと分かる
表紙、写真の採用を希望します。

★令和５年度決算から事業を検証する議員
13人が注目した課題と今後（Ｐ２）

〇議員の顔を少し小さくして個人
の課題と今後の文章を大きめに
したらどうですか。
〇議員一人一人がこのように頑
張ってくれれば良いと思います。

モニターの皆さまからは色々なご
意見を頂戴しています。
議会だより№81では、久しぶり
に表紙を議員の写真にしてみまし
た。

読者の皆さまに伝わる文章となる
よう、編集委員一同、今以上にしっ
かり確認していきたいと思います。

★第３回定例会おもな議案の説明（Ｐ３）
〇歳入に対して歳出の内容が理解
できる編集になっている・・。
町民には比較的に聞き慣れない
言葉をギカイのギモンとして解
決していることは評価に値する
編集である。
〇一般会計、特別会計ともに決算
は黒字だと分かりやすくまとめ
られています。一方で、町の貯
金、借金の額や、一般会計から
特別会計への繰出金も同じペー
ジにまとめられているので、実
情がよく分かりました。

★令和５年度決算・
おもなお金の使いみち（Ｐ４～５）
〇「令和５年度決算主なお金の使
いみち」簡潔で分かりやすい。
23億1796万円の中学校建設費
がダントツかかりましたが、今
後の身延町の将来を考えるに町
の中央の中学建設は改めて正解
でしたと言えるように生徒らの
教育力の向上に期待します。
〇誰が見ても内容がわかりやすく、
写真がそれぞれの事業ごとに掲
載されていて、説明文も簡潔で
理解しやすい。タイトルの、
「お金の使いみち」が的を射て
いる。

★主な議案をピックアップ・
本会議・討論（Ｐ６）

〇賛成と反対に意見が対比してあ
ると議案の内容が分かり易いで
す。

★人事案件・第３回臨時会・
あの一般質問その後を追跡（Ｐ７）
〇過去の質問内容に対して、その
後の結果が分かり、しっかりと
物事が進められている事が伝わ
ります。
〇新委員4名には今後の活動に強く
期待します。議案第74号中富浄
化センター契約金額144,342,000
　円を示されても説明不足、理解
できない。工事内容の提示がほ
しかった。

★常任委員会レポート（Ｐ8～11）
〇内容は問題ないと思いますが、
答えの青色が細く、少し読みづ
らく感じました。少し太字にし
たら読み易いのではと感じまし
た。
〇常任委員会の構成が図式になっ
て、早速、モニターさんの意見
が反映されていますね。内容は
多岐にわたり、読むのに気力が
要りますが、文字が色分けされ
ていて写真もあるので読み進め
られます。

★一般質問（６人）（Ｐ12～18）
〇一般質問を傍聴すると、町の問
題、地域の問題など身延の今を
知ることが出来ます。紙面で内
容を確認するのも良いと思いま
すが、一般質問を生で傍聴し、
議員の熱を感じ、その問題意識
を共有する事で、より町の今を
実感できますよ。
〇議員の質問と行政側の回答を文
書で読むと全く論点があってい
ないと思います。

★議案に対する賛否
【御礼】住みやすさアンケート（Ｐ19）
〇賛否の表については、分かり易
くこのままで良いと思います。
住みやすさアンケート結果を上
手く活用して発展に活かせられ
るよう願います。

★町長行政報告（Ｐ20）
〇合併してもう20周年。コロナ禍
等様々な事がありました。幸せ
を実感できる町づくり期待して
います。

★主な議会の動き・
組合議会報告（Ｐ21）

〇議会の活動の頻度が分かり易く
まとめられています。

★身延ユナイテッドＳＣと
議員との懇談会（Ｐ22）

〇子供達や各団体との懇談会を積
極的に行い、子供達や保護者の
人達の潜在的能力の発掘と要望
を聞き、諸問題解決の場として
生かしてほしい。健全な子供達
の育成と保護者の積極的な参加
の上からも糧にしてほしい。よ
い企画であります。

★モニター通信（Ｐ23）
〇コルク板に付箋紙のようなデザイ
ンがいいと思います。この感じで、
編集後記を見てみたいです。

★おじゃまします（Ｐ24）
〇写真と字が大きくて見やすかっ
たです。
〇老若男女、さまざまな集まりが
あり、皆さん頑張っているなと
毎回感心しています。
〇年配の方が多いように見受けら
れますが、皆さんお元気です
ね。健康が一番です。

★町政へのご意見・ご要望
〇様々な議員さんの質問や課題
等、全ては人口減少、少子化高
齢化に伴うものばかりで、打開
策がなかなか見つからない。地
域の活性化や商売上の事も含め
人がいない事には展望が開けな
いと思う。旧身延、下部、中富
合併時の人口から1/3減ったの
で、また20年かけて元に戻す
為、町民全員で取組む意識改革
が必要では！　今年より来年、
更に５年10年先1人でも増やす
策はないか、先人達が築いてく
れたものを取戻す、人が増えれ
ば輪も広がり絆が生まれる。鯉
のぼりがあっちこっちで見ら
れ、子供クラブや青年婦人部が
復活し、にぎわう地域を目指し
ましょう。

モニター通信
(議会だより№80の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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身延町宮木在住・日本ゴルフ協会ナショナルチーム所属・ルネサンス高校2年生

2024年　関東女子ゴルフ選手権　優勝
日本ジュニアゴルフ選手権女子 2 部門制覇

ゴルフを始めたきっかけは？

一番うれしかったことは？

２０２４年の関東女子ゴルフ選手権優勝です！

身延町のおすすめスポットは？

ヘルシースパサンロード「しもべの湯」です

温泉で癒やされ、ジムで身体を鍛えています

応援しています。がんばってください

今後の目標は？

今年のプロテスト合格です！

プロゴルファーの叔父さんの影響で小1の冬から始めました

長澤愛羅さん

今号の「おじゃまします」は特集
で地元で活躍する女子ゴルフ界の
期待の星、長澤愛羅さんを訪ねま
した。
世界で活躍するプロゴルファーに
なれるよう応援していきたいです
ね！

「しもべの湯」のジムでの
トレーニング中の様子

みのワン

ながさわ　　あいら
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